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資料 1

日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会設立趣意書 

　精神障害および情緒障害の治療は、精神医学の発達にともない、急速な進歩を遂げてまい
りました。 
　精神医学の発達において特に顕著なものは、その近接領域の協働と、精神薬理の統合によ
る治療技術であります。 
　近接領域として、精神医学は、臨床心理学とともに社会福祉学をその臨床体系のなかに挿
入し、それぞれの訓練を受けた専門職による協同作業(チームワーク)を可能にしてまいりま
した。 
　特に精神医学ソーシャル・ワークは学問の体系を社会福祉学に置き医療チームの一員とし
て精神障害者に対する医学的診断と治療に協力し、その予防および社会復帰過程に寄与する
専門職であります。 
　精神医学ソーシャル・ワーカー協会の設立は、わが国精神医学界の今世紀における歴史的
必然であるとともに、広く国民の要求に応えるために、すでに遅きに失した憾みがありま
す。 
　ここに全国の精神科および精神科関連領域における精神医学ソーシャル・ワーカーは日本
精神医学ソーシャル・ワーカー協会を組織し、大同団結して、精神的情緒的障害者の福祉の 
ためにその専門的知識と技術とを駆使し、その要求に応えなければなりません。また強固な
組織によって山積する身分資格などの懸案に対して、積極的に自らの地位を高めるための努
力を払わなければならないと考えます。 
　個々に日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会設立の趣旨を披露し、発起人一同各位の心
からなる支持と参加とを請う次第であります。 
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